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◆自然災害の検知

従来は測位が困難な地域（山岳北側斜面、窪地など）や危険地帯（火山の火
口、地すべり地域など）においても、準天頂衛星の特長を活かした高精度測位
による地表変動などの災害予知情報を検知する。

･高仰角の準天頂衛星の測位補完/補強機能を利用した安定で高精度（cm級）の衛星
測位が可能な観測装置の開発及び検証

･危険地帯に設置（小型ペネトレータ投下など）できる遠隔観測装置の開発及び検証

◆災害時における行動支援

従来の自治体などによる災害情報収集に加え、特に災害発生初期段階に於い
て、災害現場に居合わせた一般（個人･企業など）からの災害情報も収集すると
共に、関係省庁や自治体などの災害情報を共有しこれらの統合情報に基づき
災害対策活動計画を支援する。
・高仰角の準天頂衛星の測位補完/補強機能を利用した安定で高精度（m級）の衛星測位が可能な情
報提供端末の開発（携帯電話やPDAなどへの組込み型、パソコンなどとの接続型）

・屋内･地下等を含むシームレスな空間からの位置情報収集システム（GPS, IMES, RFID, 無線LAN

など）の開発及び検証
・情報提供端末から送られる一般からの情報を、位置･時刻情報に基づき識別管理する情報収集シ
ステムの開発及び検証

･GISをベースに関係省庁や自治体の防災システムと新鮮な情報を共有できる統合情報管理システ
ムの開発及び検証

･事前の災害対応シミュレーションにより、迅速･的確な対策活動が行える行動支援プログラムの開発
及び検証

準天頂衛星システムの利用目的
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準天頂衛星システムによる自然災害の検知および行動支援
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（１）緊急情報の配信構想例

ﾌﾟﾘｱ
ﾝﾌﾞﾙ
(8)

ﾀｲﾌﾟﾟ
ID
(6)

付加情報
識別

該当
地域

該当
時期

情報内容
チェック
ビット
(24)

212ﾋﾞｯﾄ／1秒

L1- SAIFのデータ伝送能力が限られているため、一般的なテキスト情報の配信は難しい。
そこで、予め緊急情報タイプ及びデータフォーマットを定義しておき、端末側では、受信した
情報タイプに従い、内蔵したテキスト／地図情報などと組み合わせて、端末に表示する。

［付加情報識別］
情報定義***
（以降に続くデータフォーマットなどを指定するために、予め取り決めた識別番号。約1000種）

［該当地域］
緯度** .*～** .*度、経度*** .*～*** .*度
（対象にしている地域を、緯度、経度で囲まれた領域で示す。精度は0.1度単位で約10km）

［該当時期］
*** 日、** .*時～*** 日、** .*時
（対象にしている時期を、地方時の範囲で示す。精度は0.1時単位で6分）

［情報内容］
緊急情報*** .***.***
（津波警報/ 注意報、暴風警報/ 注意報などの情報種別、津波高、風向/ 風速など）

L1- SAIF ₀  ‍ ”
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（２）位置･時刻認証情報の配信構想例

［付加情報識別］
情報定義***
（以降に続くデータフォーマットなどを指定するために、予め取り決めた識別番号。約1000種）

［認証鍵］
鍵コード*********
（位置･時刻認証に使用する公開鍵）

ﾌﾟﾘｱ
ﾝﾌﾞﾙ
(8)

ﾀｲﾌﾟﾟ
ID
(6)

付加情報
識別

情報内容
チェック
ビット
(24)

212ﾋﾞｯﾄ／1秒

認証までのフロー例
①衛星測位（補強利用を含む）により位置･時刻を計測
②同時に、L1- SAIF信号の中の認証鍵（公開鍵）を取得。配信する公開鍵は、必要に応じて、時間経過

により変更する。
③位置･時刻データ（及び取得端末識別コード）を出力すると共に、認証コードを生成（各出力データに

基づく、重み付け関数計算）し、公開鍵により暗号化して、暗号化認証コードを出力する。
④時刻･位置認証を要する場合は、位置･時刻データ（及び端末識別コード）、暗号化認証コードを認証

機関に提示する。
⑤認証機関では、提示された位置･時刻データ（及び端末識別コード）から認証コードを端末と同じ肯定

で生成すると共に、暗号化認証コードを秘密鍵で解除し、両者の一致を確認することで、認証する。

L1- SAIF ₀  ‍ ”
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（３）端末制御信号など配信構想例

［付加情報識別］
情報定義***
（以降に続くデータフォーマットなどを指定するために、予め取り決めた識別番号。約1000種）

［該当地域］
緯度** .*～** .*度、経度*** .*～*** .*度
（対象にしている地域を、緯度、経度で囲まれた領域で示す。精度は0.1度単位で約10km）

［該当時期］
*** 日、** .*時～*** 日、** .*時
（対象にしている時期を、地方時の範囲で示す。精度は0.1時単位で6分）

［情報内容］
確証情報*** .***.***
（端末の確証や端末制御のためのデータ符号）

ﾌﾟﾘｱ
ﾝﾌﾞﾙ
(8)

ﾀｲﾌﾟﾟ
ID
(6)

付加情報
識別

該当
地域

該当
時期

確証情報
チェック
ビット
(24)

212ﾋﾞｯﾄ／1秒

特定の測位端末（例えば、広域被災地域の端末）の動作制御のためのコード符号を配信する。
測位端末では、測位した時刻･位置データと共に、このコード符号を用いて、次のアクション（例えば
、被災状況報告する場合の確証や端末制御）を起こす。
コード符号の併用により、これらアクションの自動化や信頼性向上が期待できる。
その他 測位端末の高度化･進化のためのプログラム更新手段としても使用可能。

L1- SAIF ₀  ‍ ”
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